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鶏卵バイオリアクター事業の拡大に向けた新鶏舎着工のお知らせ 

 

コスモ・バイオ株式会社（以下、「当社」）は、鶏卵バイオリアクター事業（以下、「本事業」）

の製品開発および社会実装の加速を目的として、北海道小樽市に新鶏舎（以下、「本施設」）を建

設します。本施設の稼働開始は2026年冬頃を予定しており、飼養可能なニワトリの羽数は現在の２

倍を想定しています。着工に先立ち、2026年５月13日（水）に地鎮祭を執り行い、工事の安全と事

業の発展を祈願しました。 

記 

1． 設備投資の背景と目的 

本施設は「（１）2028年までに50種類のゲノム編集ニワトリを作出する計画」及び「（２）甘

味タンパク質ブラゼイン（※１）発現ニワトリの維持及び管理」を主な利用目的としておりま

す。（１）においては、従来に比べ非常に多くの系統のニワトリを作出することから、本施設

では飼育環境の最適化と衛生管理を徹底し、高度な開発基盤を構築いたします。（２）におい

ては、2025年に作出に成功したブラゼイン発現ニワトリについて、当該タンパク質の大量精製

方法の確立および安全性を含む各種評価を実施いたします。本施設では、これらの研究開発及

び評価に必要な当該系統の種鶏を適切に維持管理するための拠点として運用することを想定し

ております。これらを通して、ブラゼインタンパク質に関連する研究開発を迅速に推進するだ

けでなく、研究用試薬、医薬・化粧品・食品原料、産業用用途など、多角的な分野への進出が

見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

   

地鎮祭の様子 



 

2． 業績見通しに与える影響 

当事業年度においては、本件が当社グループ全体の業績に及ぼす影響は軽微でありますが、

本事業につきましては、中期経営計画 2028 における新規事業の一つとして、積極的に事業展

開を進めてまいります。 

 

以  上 

<<用語説明>> 

※１ ブラゼイン 

ブラゼインはニシアフリカイチゴから抽出され、54アミノ酸残基から構成される天然の植物由来

タンパク質であり、砂糖（スクロース）の500倍から2,000倍の強い甘味があるとされています。

ブラゼインは熱安定性が高く（98℃で2時間安定）、広範なpH安定性（pH2.5 ～8）を兼ね備えて

いることから、加工食品・飲料分野の厳しい製造プロセスにおいて品質を維持することができ、

次世代甘味料として高い期待が寄せられています。 

本件の詳細につきましては、2025年11月13日付「鶏卵バイオリアクターを用いた甘味タンパク質

「ブラゼイン」の開発・製造に成功」をご参照ください。 


